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まず決算の概況でございます。当第2四半期につきましては、上期決算
としては、２期連続の減収、５期ぶりの減益となっております。 

まず、売上高合計は、ガス販売量がほぼ前年同期並みであったのに対
し、原料費調整に伴う単価減等によるガス売上の減少、エネルギー関
連における器具・ＬＮＧ販売の減少等により前年同期比21.5％、1,937

億円の減収となり、7,077億円となりました。 

  

一方、営業費用は、油価下落影響等によるガス原材料費の減少等によ
り、15.1％、1,198億円減の6,715億円となりました。 

この結果、営業利益は対前年同期67.1％、738億円減の362億円、経
常利益は67.9％、727億円減の343億円、親会社株主に帰属する当期
純利益は、67.1％、542億円減の264億円となりました。 

  

なお、中間配当金につきましては、１株当たり5円50銭とし、年間予定11

円は変更ございません。 
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続いて、この決算のベースとなりました、当社の主力製品であるガス販
売量の実績についてご説明します。3ページをご覧ください。 

全体では、ほぼ前年同期並み、前年同期比で0.4％、2千6百万 m3増
の72億1千万m3となりました。 

内訳として差異が大きいのは卸供給で、卸供給事業者の需要増により
、5.1％増となっております。 

前回見通しとの比較では1.1％、7千8百万m3の増となりました。内訳と
しては、家庭用で2.8％増、卸供給で2.2％増の差異が出ております。 
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4ページには、トーリングおよびＬＮＧ販売量を含むビジョンベースでの
ガス販売量実績の内訳を掲載しておりますので、ご参照下さい。 

 



5ページでは、セグメント別に度売上高、セグメント利益を前年同期との
比較で記載しています。 
都市ガスセグメントの利益減少586億円が、全体利益を押し下げており
ますが、スライドタイムラグの悪化が大きく、約▲380億円が主要因とな
っております。 



6ページでは、各セグメントの利益増減について、前年同期との比較で
お示ししております。 
都市ガスセグメント▲586億円減益の主な要因は、スライドタイムラグに
よる影響▲377億円等でございます。 
電力事業につきましては、扇島パワー3号機が昨年度2月に運転開始
したことにより電力販売量は増加したものの、原油価格下落等に伴う販
売単価減、小売り参入に伴う先行費用投入等により ▲48億円の減益
となりました。 
海外事業は、原油価格下落及び円高に伴い上流事業の利益が減少し
た結果、▲13億円の減益となっております。 
エネルギー関連セグメントでは、ＬＮＧ販売において数量は増加したも
ののスライド差による利益の減少があり、セグメント全体では▲76億円
の減益となっております。 





8 

2016年度通期につきましては、7月発表の前回見通しとの対比で増収
増益と見通しております。なお、見通しの前提となる１０月以降の経済フ
レームは前回から変更しておらず、為替レートを1ドル１０５円、原油価
格は1バレル４５ドルとしております。 

ガス販売量につきましては、上期実績を反映させ、0.5％増の156億3千
4百万ｍ3と見通しております。内訳は後程ご説明いたします。 

売上高は前回見通しとの比較で0.3％、50億円増の1兆5,960億円を見
通しております。これは主としてガス販売量の増加等による都市ガス事
業の増収や、電力売上単価増等による電力事業の増収等によるもので
す。 

営業費用は対前回見通し0.2％、30億円減の １兆5,400億円を見通し
ております。これは主として減価償却費連結調整の見直し等によるもの
です。 

この結果、営業利益は対前回見通し16.7％、80億円増の560億円、経
常利益は20.0％、80億円増の480億円、親会社株主に帰属する当期純
利益は、17.1％、60億円増の410億円と見通しております。 
 



9 

ガス販売量につきましては、9ページをご覧ください。 

前回見通しとの比較の内訳ですが、家庭用が、上期の1件当たりガス販
売量が計画を上回ったこと等により1.0％、3千4百万m3の増、業務用は
、既存需要家の使用量減等により0.3％、7百万m3の減、工業用は、発
電用需要の増等により0.4％、2千9百万m3増、卸供給は、卸供給事業
者の需要増等により1.1％、2千3百万m3の増を見込んでおります。 
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10ページにはビジョンベースでのガス販売量見通しの内訳を掲載してお
ります。当年度はビジョンベース合計で190億m3のガス販売量を見通して
おります。 



11ページでは、セグメント別に売上高、セグメント利益の見通しを、前回
見通しとの比較で記載しております。 
利益の主な増減については、次のページでご説明いたします。 



都市ガスセグメント36億円の増益は、販売量増加による粗利23億円増
等によるものです。 
電力セグメントの9億円増益は、販売単価増による売上の増加および
燃料費の減少による粗利増加等を見込んでおります。 
エネルギー関連セグメント8億円増益は、LNG販売におけるスライド差
等を見込んでおります。 



13～14ページはセグメント別情報を対前年度で比較しておりますので、
ご参照ください。 





15ページには連結ベースの主要計数を掲載しております。 
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